
振込予約取消 

振込予約取消 
 

個人向けインターネットバンキングで行った振込予約データの取消処理を行います。 

（１）処理フロー 

 

メイン画面 

支払い元口座選択画面 

資金移動用パスワードを入力後、【実行】を押下 

【振込】をクリック 

振込業務一覧 

取消明細を選択後、【次へ】を押下 

振込予約取消結果画面 

振込予約取消確認画面 

支払元口座および取消対象の照会範囲を入力後、【次へ】を押下 

予約明細選択画面 

【振込予約取消】をクリック 
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（２）支払元口座選択 
支払元口座を選択し、振込予約明細の照会範囲を入力します。 

＜支払元口座選択＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 支払元口座の選択 
振込予約取消を行います支払元口座を選択します。 
なお、１画面に表示可能な支払元口座は１０件までとし、１０件以上のデータが存在しま

す場合は複数ページに分割して表示します。 

 
② 照会範囲指定 
照会方法を「日付指定」「すべて」から選択します。 
・日付指定の場合、当日以降の１ヶ月以内の日付を入力します。（デフォルトとして当日

日付＋１を表示） 
・すべての場合、１ヶ月以内の予約振込の明細をすべて表示します。 

 
③ 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

照会 照会結果画面を表示します。 
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（３）予約明細選択 
検索結果が表示されるので、予約取消をします振込予約明細を指定します。 
＜予約明細選択画面＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 振込予約明細選択 

予約取消をします振込予約明細を選択します。 

なお、予約取消済の明細も表示されるが、選択ボタンは表示しない。 

 
② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

次へ 振込予約取消確認画面を表示します。 

照会 照会結果が複数ある場合は次の照会結果画面を表示します。 

戻る 前画面を表示します。 
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（４）振込予約取消確認 
振込予約取消します明細内容を確認し、資金移動用パスワードを入力します。 
＜振込予約取消確認画面＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
① 資金移動用パスワード 
資金移動用パスワードをＰＩＮ方式にて入力します。 
なお、資金移動用パスワード不正入力については、不正入力回数を管理します。規定回数

（6 回）を超えた場合は、代表顧客に資金移動暗証誤（５８）の注意コードを設定し、以
後の資金移動が伴う取引（資金移動用パスワードの認証を必要とします取引）が規制され

ます。 
② 処理ボタン 

ボタン名 処理内容 

中止 処理を中止し、振込業務一覧に戻る。 

実行 本処理を確定し、振込予約取消結果画面を表示します。 
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（５）振込予約取消結果 
取消結果を表示します。 
＜振込予約取消結果画面＞ 
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